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「
い
―
ば
る
」
に
想
う

東
部
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員

本
不　
良
　
土早
　
子

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
四
日
、
東
部
地
域
住
民
の

長
年

の
願
望
で
あ

っ
た
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
い
―
ぱ
る
」
が
地
域
に
お
け
る
住
民
自
治
の
拠
点
施
設

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
「
い
―
ぱ
る
」
に
は
生
涯

学
習
活
動
や
地
域
活
動
に
利
用
で
き
る
和
室
二
室
、
洋
室

三
室
が
あ
り
、
電
気
窯
や
電
動
ろ
く
ろ
の
あ
る
陶
芸
工
作

い
―
ぱ
る
　
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

室
、
Ｉ
Ｈ
調
理
台
が
四
台
あ
る
調
理
室
、
い
つ
で
も
ゆ

つ

く
り
読
書
が
で
き
る
読
書
室
も
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
た
い
時
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

一
面
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

一
面
ま
た
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ー

ト
ニ
面
が
と
れ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。　
三
二

一

席

の
移
動
式
観
覧
席
と
ス
テ
ー
ジ
を
備
え
た
地
域
文
化

ホ
ー
ル
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
、
子
育

て
相
談
や
子
育
て
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
専
門

ス
タ
ッ
フ
が
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。
毎

日
た
く
さ
ん
の
親
子
が
訪
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達
の
か
わ

い
い
声
で
セ
ン
タ
ー
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
住
民
の
避
難
場
所
に
な
り
ま
す
。
水

・
食

料
品

・
毛
布
等
必
要
品
の
備
蓄
や
速
や
か
に
設
置
可
能
な

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
、
住
民
に
と

つ
て
大
変
頼
も
し
く
、
心

強
い
施
設
で
す
。

十
月
二
十
四
日

。
二
十
五
日
は

「
い
―
ぱ
る
」
に
な

っ

て
初
め
て
の
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
が

『見
て

。
聞
い
て

・
深

ま
る
絆
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
多
数
の
市
民
が
集
い
、

大
盛
況
で
し
た
。

十

一
月
六
日
に
は
秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励
員
の
研
究
大

会
が
行
わ
れ
、
施
設
の
見
学
も
し
て
頂
き
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
た
東
部
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
い
―
ぱ
る
」
が
東
部
地
域
住
民
の
み
な

ら
ず
、
秋
田
市
全
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
ま
す
ま
す
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一ρ
一

日
本

一
低
い
富
士
山
と
そ
の
周
辺

中
央
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員

加
　
藤
　
長
二
郎

一
九
八
八
年
、
静
岡
県
富
士
商
工
会
議
所
よ
り
、
明
田
冨

士
山
（み
ょ
う
で
ん
ふ
じ
や
ま
）標
高
三
十
五
メ
ー
ト
ル
が
、
日

本

一
低
い
富
士
と
い
う
お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
冨
士
山
は
、
東
通
明
田
の
大
平
川
右
岸
に
あ
り
、
川
沿

い
に
登
山
道
が
あ
り
ま
す
。
急
坂
を
五
分
ほ
ど
登
れ
ば
、
約

五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
台
地
が
頂
上
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

北
側
に
は
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
樹
が
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
、

そ
ば
に
冨
士
大
権
現
と
彫
ら
れ
た
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

頂
上
か
ら
は
、
東
通
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
奥
羽
本
線
、
羽

越
線
を
走
る
電
車
、
そ
し
て
駅
周
辺
か
ら
市
内
遠
く
ま
で
見

渡
せ
る
素
晴
ら
し
い
眺
望
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
が
小
学
生
の
頃
は
、
山
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご

っ
こ
、
昆

虫
採
集
を
し
た
り
、
よ

く

遊

ん
だ
も

の
で
し

た
。
当
時
の
頂
上
は
き

れ
い
な
芝
生
で
覆
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
み
ん
な

で
寝
こ
ろ
ん
で
空
を
仰

ぎ
、
麓
を
流
れ
る
太
平

川
で
泳
ぎ
、
冬
は
山
の

あ
ち
こ
ち
の
斜
面
で
ソ

リ
滑
り
、
ス
キ
ー
な
ど

四
季
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
大

い
な
る
遊

び
場
で
し
た
。

明
田
冨
士
山
頂

A=:拡
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古
地
図
や
資
料
を
見
る
と
、
こ
の
地
に
は
佐
竹
入
部
以

前
に
、
富
士
太
郎
と
い
う
豪
族
の
居
館
が
あ

っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

冨
士
は
そ
の
名
残
で
権
現
は
そ
の
守
り
神
だ
っ
た
と
み
ら

れ
ま
す
。
他
に
大
行
院
、
自
山
神
社
、
薬
師
、
麻
利
支
天
な

ど
が
あ
り
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
様
で
す
。

こ
の
明
田
冨
士
山
は
、
ご
本
家
富
士
山
み
た
い
に
美
し

い
形
で
は
な
く
、
今
日
で
は
木
々
が
生

い
茂

っ
て
形
が
わ

か
ら
な
い
状
態
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

西
側
斜
面
は
藩
政
期
頃
か
ら
削
り
取
ら
れ
、
沼
地

・
湿

地
帯
だ

っ
た
手
形
堀
反
、
南
通
築
地
、
今
の
秋
田
駅
周
辺

な
ど
に
土
砂
を
埋
め
立
て
た
り
、
他
に
も
農
家
の
人
た
ち

が
田
ん
ぼ
の
客
土
に
使

っ
た
そ
う
で
す
。

長
い
年
月
に
亘

っ
て
土
取
場
と
し
て
山
が
削
ら
れ
、
昔

の
四
分
の

一
く
ら
い
に
な

つ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
、
現
存
す
る
磯
前
神
社

（
い
そ
ざ
き
じ
ん

じ
ゃ
）
、
馬
頭
観
音

（明
田
神
社
）
、
稲
荷
神
社
、
多
く
の

庚
申
塚
、
明
田
墓
地
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

山
頂
か
ら
の
眺
め

磯
前
神
社
は
、
漁
労
の
神
を
祀

っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、

新
屋
の
漁
民
た
ち
が
豊
漁
を
祈
願
し
た
と
い
い
ま
す
。
明

田
墓
地
は
、
江
戸
時
代
の
楢
山
武
士
の
墓
が
多
く
、
神
社

の
参
道
に
沿

っ
て
様
々
な
石
塚
が
並
ん
で
い
ま
す
。　
一
番

多

い
の
が
七
庚
申
、
ほ
か
に
唐
松
大
神
、
二
十
三
夜
な
ど

の
文
字
を
刻
ん
だ
石
塔
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
往
時
の
賑
わ

い
が
偲
ば
れ
ま
す
。

地
域
と
し
て
、
こ
の
遺
跡
に
誇
り
を
持
ち
、
環
境
整
備

に
努
め
、
み
ん
な
の
鎮
守
の
社
と
し
て
後
世
に
残
し
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
明
田
冨
士

最
後
の
南
部
公
民
館
ま
つ
り

南
部
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
合
会

会
長

本

間

廣

清

南
部
公
民
館
は
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
、
地
域
の
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。
今
年
四
十
四
年
を

迎
え
、
現
在
の
登
録
サ
ー
ク
ル
数
六
十
五
団
体
、
会
員
数

八
二
〇
人
が
活
発
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
各
種

団
体
に
よ
る
講
座
や
会
議
等
で
、
年
間
五
万
人
以
上
が
利

用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
長
年
続

い
て
き
た
公

民
館
ま

つ
り
は
、
毎
年
大
盛
況
で
す
。
今
年
は
市
の
拠
点

施
設
整
備
と
老
朽
化
に
伴

い
、
平
成
二
十
八
年
度
中
に
解

体
さ
れ
る
事
が
決
ま
り
、
最
後
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
、

ま

つ
り
に
対
す
る
意
気
込
み
は
、
い
つ
も
と

一
味
違

い
ま

し
た
。
十
月
二
～
四
日
の
三
日
間
、
強
風
や
雨
で
恵
ま
れ
な
い

天
気
の
中
、
二
〇

一
九
人
の
入
館
者
数
で
し
た
。
駐
車
場

で
は
、
新
鮮
野
菜
と
果

物

の
販

売

や
、

焼

き

鳥

・
玉
こ
ん
等

の
屋
台

を
出
し
、
寒

い
中
完
売

し

ま

し

た
。

売

店

で

は
、
手
作
り
の
鶏
飯
や

マ
ド
レ
ー
ヌ
、
や
ま
し

な
等
が
並
び
、
食
堂
の

う
ど
ん
や
そ
ば
と
共
に

お
い
し
い
と
大
好
評
で

し
た
。
各

部
屋

に
は
、

十

五
団
体

四
五

〇
作
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品
が
展
示
さ
れ
、　
一
年
間
の
活
動
成
果
を
存
分
に
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
は
、
他
地
域
の
方
々
と

の
交
流
が
行
わ
れ
、
バ
ザ
ー
は
前
年
以
上
の
提
供
品
が
あ

り
盛
況
で
し
た
。
最
終
日
の
締
め
で
あ
る
芸
能
発
表
は
、

十
六
団
体
と
三
年
前
か
ら
特
別
出
演
し
て
い
る
城
南
中
学

校
の
演
劇
部
に
よ
り
、
三
百
余
名
の
観
客
が
最
後
ま
で
舞

台
を
楽
し
み
、
感
動
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
無
事
、
盛
会
に
終
え
る
事
が
で
き
た
の
も
、
実
行
委
員

会
と
館
長
は
じ
め
職
員
に
よ
る
準
備
会
議
に
始
ま
り
、
公

民
館
運
営
協
力
委
員
、
サ
ー
ク
ル
連
合
会
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
会
、
南
部
地
区
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
、
南
部
老
連
、

各
学
級
生
と
多
数
の
協
力
と
支
援
を
得
て
、　
一
丸
と
な
り

頑
張

っ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

初
期
か
ら
利
用
し
て
き
た
私
と
し
て
は
、
解
体
さ
れ
る

の
は
寂
し
い
の
で
す
が
、
こ
の
団
結
力
が
あ
れ
ば
、
新
施

設
で
も
実
り
多

い
地
域
の
繋
が
り
が
で
き
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。

出
店
や
バ
ザ
ー
の
様
子

自
主
企
画
事
業
を
実
施
し
て

土
崎
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員

小
　
野
　
勲
　
夫

土
崎
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
会

の
自
主
企
画
事
業
で

「
み
ん
な
で
歌
お
う
Ｉ
Ｌ

と
題
し
て
、
平
成
二
十
七
年
二

月
に
第

一
回
を
開
催
し
ま
し
た
。
募
集
定
員

一
〇
〇
名
を

目
標
に
募
集
し
た
結
果
、
皆
様
の
努
力
で
定
員
を
邊
か
に

超
え
る

一
五
〇
名
以
上
の
申
込
み
が
あ

っ
た
の
に
は
ビ

ツ

ク
リ
で
し
た
。

選
曲
は
、
「
日
本
の
歌
百
選

（平
成
十
九
年
に
文
化
庁

と
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
が
、
親
子
で
長
く
歌

い
続
け

て
欲
し
い
歌

一
〇

一
曲
を
選
定
し
た
と

よ
り
、
第

一
部

・

ピ
ア
ノ
伴
奏
で

「春
を
歌
お
う
」
、
第
二
部
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

「思

い
出
の
歌
／
懐
か
し
い
歌
」
、
第
三
部
・ピ
ア
ノ
伴
奏
で

「叙

情
歌
を
歌
お
う
」
に
し
ま
し
た
。
選
曲
は
、
ピ
ア
ノ
伴
奏

の
京
野
香
さ
ん
と
調
整
し
決
定
。
本
番
当
日
、
開
会
の
挨

拶
人
バ
長
の
挨
拶
と
進
み
、
い
よ
い
よ
、
第

一
部

「冬
景
色
」

か
ら
歌
い
は
じ
め
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
伴
奏
と
、
私
の

つ
た
な
い
進
行
で
、
途
中
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
二
時
間
。

最
後

「秋
田
県
民
歌
」
で
締
め
、
三
十

一
曲
を
時
間
ど
お

り
歌
い
終
わ
り
、
皆
さ
ん
大
き
な
声
で
気
持
ち
よ
く
歌

っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
大
勢
で
歌
う

っ
て
、素
晴
ら
し
い
―

会
場
か
ら
帰
ら
れ
る
際
、
皆
さ
ん
の
顔
が
い
い
顔
で
、

握
手
し
な
が
ら
、
ま
た
や
つ
て
欲
し
い
と
の
要
望
も
多
数

あ
り
、
こ
の
会
を
開
催
し
て
良
か

っ
た
と
、
し
み
じ
み
感

じ
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
感
謝

「有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
」こ
の
熱
気
で
平
成
二
十
七
年
九
月
に
第
二
回
目
を

「
秋

の
歌
」
を
柱
に
三
十
三
曲
選
曲
し
実
施
。
前
回
同
様
好
評

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
〈ほ
が
ら
か
に
歌
う
と

「心

と
脳
」
に
い
い
）
と
言
わ
れ
て
お
り
、
皆
で
歌
う
と
よ
り

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
日
本
の
歌
百
選
」
は
次

世
代
に
歌
い
継
い
で
行
く
に
ふ
さ
わ
し
い
名
曲
ば
か
り
な

の
で
、
機
会
あ
る
ご
と
に
歌

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
し
、
皆
で
歌
い
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈心
に
太
陽
を
持
て
、
唇
に
歌
を
持
て
〉
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み
ん
な
で
歌
お
う
―

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
に
つ
い
て

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所

主
査

（文
化
財
保
護
主
事
）

神
　
田
　
和
　
彦

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
は
、
秋
田
市
寺
内
に
あ
る

「史

跡
秋
田
城
跡
」
の
保
護

・
管
理
、
調
査

・
研
究
、
公
開
活

用
を
行

っ
て
い
ま
す
。
史
跡
秋
田
城
跡
は
、
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
東
北
地
方
の
日
本
海
側

（出
羽

国
）
に
置
か
れ
た
大
規
模
な
地
方
官
庁
の
遺
跡
で
、
古
代

の
政
治

・
軍
事

。
文
化
の
中
心
地
で
し
た
。
当
時
、
東
北

地
方
各
地
に
い
く

つ
も
同
じ
よ
う
な
施
設
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
秋
田
城
は
最
も
北
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
秋
田
城
の
実
体
解
明

の
た
め
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和

三
十
四
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
は
国
が
直
接
行
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
か
ら
は
秋
田
市
教
育
委
員
会
が
行

い
、
現

在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
、
奈

良

・
平
安
時
代
の
律
令
国
家
の
地
方
官
庁
で
あ
る
秋
田
城

の
支
配
の
実
体
が
明
ら
か
に
な

つ
て
き
て
お
り
、
大
き
な

発
見
が
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
六
・七
年
に
発
見
さ
れ
た
奈
良
時
代
の
水
洗

厠
跡

（ト
イ
レ
遺
構
）
は
、
重
要
な
発
見
で
し
た
。
秋
田

城
よ
り
立
派
な
奈
良
時
代
の
ト
イ
レ
は
、
全
国
広
く
見
渡

し
て
も
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
お
客
さ
ん

用
の
ト
イ
レ
で
あ
り
、
大
陸
か
ら
の
来
訪
者
も
使
用
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
に
よ

つ
て
得

ら
れ
た
成
果
を
も
と
に
、
当
時
の
姿
が
わ
か
る
よ
う
に
史

跡
公
園
と
し
て
整
備
し
、
市
民
の
憩

い
の
場
に
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
城
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
公
開
活
用
事
業
も
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
の
国
民
文
化
祭
の
時
に
、
秋
田
城
跡
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「秋
麻
呂
く
ん
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
に
は
、
新
し
い
資
料

館
が
現
在
の
事
務
所
の
隣
に
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
れ
ま
で
展

示
す
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
貴
重
な
遺
物
を
公
開
し
ま

す
。
春
に
な

つ
た
ら
是
非
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

※

秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
六

日
か
ら

「秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館
」
と
名
称
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

○
資
料
館
開
館
時
間

（平
成
二
十
八
年
四
月
十
六
日
か
ら
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
〇
分
ま
で

（土
日
祝
日
も
開
館
し
て
お
り
ま
す
）

休
館
日
十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日
ま
で

新
し
い
秋
田
城
跡
歴
史
資
料
館

秋
田
城
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「秋
麻
呂
く
ん
」
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平
成
二
十
七
年
十
月
十
六
日
、
第
六
五
回
秋
田
県
公
民

館
大
会
に
お
い
て
、
左
記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

伊
　
藤
　
邦
　
子
　
様

（中
央
地
区
）

和
　
田
　
留
美
子
　
様

（北
部
地
区
）

鈴
　
木
　
一　
彦
　
様

（南
部
地
区
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

囁
鷲

電
〓

鷲
〓

鷲
〓

Ｌ
〓

電
〓

鷲

〓

電
∬
凛

や
一
　

生
涯
学
習
奨
励
員

っ
て

・
‥
　
　
　
　
　
一ｒ

十
一
　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
盛
ん
に
す
る
た
め

毎
一

一一励‐こ「″囃畑̈
聰向』毀〓」「学習活動を奨
一一

Ｉ
｝

生
涯
学
習
奨
励
員
は
、
市
町
村
や
各
種
団
体
が

春
五

二
〓
主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
た
り
、
楽
し
い

」一

一一畔へ習［御蒙嘲けれは制だ卸れいは観制漱利
一一

拳
一
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一．轟

。・．，．．．．．一，ｔ
・ギ
・一・・・・，，、ｔ
・ギ
・一・・・・・．．亀
．ギ
・一・・・・・．．ｔ
．ギ
・‘・．‘・・・・・・・ｔ
．ギ
‘一・・｝一
．ギ
一ヽ・・・・・．‘ｔ
．ギ
・一・・・・・．．事
二

「あ
し
た
の
風
」
は
ど
こ
に
配
布
し
て
る
の
？

「
あ
し
た
の
風
」
は
年
２
回

（
９
月
と
２
月
）

各

一
、
一
〇
０
部
発
行
し
、
秋
田
県
の
社
会
教
育

施
設

（生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
）
や

秋
田
市
の
社
会
教
育
施
設

（公
民
館
、
図
書
館
な

ど
）
、
社
会
教
育
関
係
委
員

（社
会
教
育
委
員
、

生
涯
学
習
奨
励
員
な
ど
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
地

域
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

室

（八
六
六
―
三
二
四
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

瘍
瘍
蝙
輻

「あ
し
た
の
風
」
の
原
稿
ご
依
頼
を
、
快
く
引
き
受
け
て
く

だ
さ
る
方
ば
か
り
で
、
大
変
あ
り
が
た
く
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
に
、
親
し
み
を
持

っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
誌
面
づ
く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
励
み
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

曰員

（秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励
員
）

美
穂
子

（土
崎
）

冨
　
樫
　
智
恵
子

（中
央
）

文
　
代

（東
部
）

相
　
原
　
和
　
子

（西
部
）

美
　
香

（南
部
）

来
　
栖
　
瑞
　
恵

（北
部
）

小
枝
子

（河
辺
）

大
　
友
　
日日
　
子

（雄
和
）

『あ
し
た
の
風
』
第

８２
号

発
行
年
月
日

平
成
２８
年
２
月
１
日

編
集
発
行
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

秋
田
市
山
王
二
丁
目
１
番
５３
号

山
王
２‐
ビ
ル

電
話

〇

一
人
―
八
六
六
―
三
二
四
五

こ
の
広
報
誌
は

単
価
　
一
部
５７
円

（消
費
税
抜
き
）

発
行
部
数
　
一
、
一
〇
〇
部

配
布
方
法
　
無
料
配
布

石 乙 永 田
厘

塚 供 井 村 委


